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Ｑ　

令
和
２
年
度
当
初
予
算

案
に
日
田
彦
山
線
の
地
域
振

興
に
関
す
る
予
算
は
見
当
た

ら
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
観

点
で
復
旧
の
方
向
性
を
決
断

し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

２
月
の
復
旧
会
議
で

は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
停
留
所

の
増
設
、運
行
体
系
の
整
備
、

鉄
道
跡
地
の
利
活
用
案
な
ど
、

地
域
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う

な
内
容
を
含
む
新
た
な
Ｂ
Ｒ

Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ

ム
）
案
が
提
案
さ
れ
た
。
現

在
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
Ｊ
Ｒ

九
州
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
結
果
も
踏
ま

え
、
被
災
前
と
比
べ
て
運
行

本
数
や
乗
降
可
能
な
場
所
と

そ
の
数
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
利
便
性
が
向
上
す
る
の

か
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

長
く
継
続
で
き
る
の
か
、
観

光
や
地
域
の
振
興
に
つ
な
が

る
か
、
と
い
っ
た
観
点
か
ら

検
討
を
行
い
、
添
田
町
・
東

峰
村
の
両
首
長
と
協
議
し
た

上
で
、
年
度
内
に
復
旧
の
方

向
性
を
決
断
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め

新
た
に
創
設
す
る
基
金
で

は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取

り
組
む
の
か
。

Ａ　

大
き
く
二
つ
の
事
業
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。一
つ
は
、パ
ラ
ア
ス

リ
ー
ト
を
含
む
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
育
成
で
、
国
際
大

会
で
活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
遠
征
や
合
宿
な
ど

に
要
す
る
費
用
の
助
成
や
、

将
来
の
活
躍
が
見
込
ま
れ
る

次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
の
養
成

な
ど
。二
つ
目
は
、大
規
模
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
・
開
催

等
で
、
国
際
規
模
の
大
会
の

誘
致
に
は
国
際
競
技
団
体
と

の
交
渉
が
必
要
と
な
り
、
そ

の
際
、
開
催
に
要
す
る
経
費

の
確
保
が
問
わ
れ
る
た
め
、

今
回
創
設
す
る
基
金
は
、
そ

の
財
源
と
し
て
も
活
用
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

人
獣
共
通
感
染
症
対
策

を
徹
底
す
る
観
点
か
ら
、
医

療
分
野
と
獣
医
療
分
野
を
一

体
的
に
研
究
で
き
る
体
制
整

備
、
広
域
的
に
研
究
で
き
る

拠
点
と
し
て
の
「
ア
ジ
ア
防

疫
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
な

ど
の
設
置
、
現
行
の
感
染
症

法
で
対
応
で
き
な
い
部
分
に

つ
い
て
の
新
た
な
法
整
備
が

必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
「
ア
ジ
ア
防
疫
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」の
設
置
に
つ
い
て
、

平
成
26
年
に
「
九
州
の
自
立

を
考
え
る
会
」
の
提
案
を
受

け
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
結

果
、
医
療
・
獣
医
療
研
究
の

交
流
等
の
拠
点
を
作
る
べ
き

だ
と
い
う
結
論
に
な
り
、
国

に
整
備
を
要
望
し
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
と
今
後
の
状
況
を

踏
ま
え
、
九
州
地
方
知
事
会

で
問
題
提
起
し
、
広
域
的
な

研
究
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て

議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
上
で
「
ア
ジ
ア
防
疫
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）」
の
整
備

と
福
岡
県
へ
の
誘
致
に
向
け

国
に
働
き
か
け
る
。
現
行
法

の
見
直
し
は
、
専
門
家
の
意

見
を
聞
き
、
研
究
を
深
め
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
日
田
彦
山
線
の
復

旧
に
つ
い
て
は
東
峰
村
と
添

田
町
で
温
度
差
が
あ
る
が
、

村
全
体
が
不
通
区
間
と
な
っ

て
い
る
東
峰
村
の
意
見
を
最

優
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
知
事
が
東
峰
村
民
の

意
に
反
し
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高

速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
と
い
う

結
論
を
出
し
た
場
合
、
東
峰

村
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
県
民

幸
福
度
日
本
一
で
あ
る
と
考

え
る
の
か
。

Ａ　

問
題
の
解
決
に
あ
た
っ

て
は
、
東
峰
村
と
添
田
町
の

状
況
、
意
見
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
、こ
れ
ま
で
の
経

緯
・
経
過
を
踏
ま
え
総
合
的
に

検
討
し
、
決
断
を
し
て
い
き

た
い
。決
断
に
つ
い
て
は
、被

災
前
と
比
べ
、利
便
性
向
上
な

ど
の
観
点
か
ら
最
善
の
方
法

を
検
討
し
、
添
田
町
・
東
峰
村

の
両
首
長
と
協
議
を
行
っ
た

上
で
復
旧
の
方
向
性
を
決
断

し
て
い
き
た
い
。
そ
の
上
で
、

添
田
町
、東
峰
村
の
地
域
振
興

に
向
け
た
取
り
組
み
に
息
の

長
い
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

Ｑ　

農
地
中
間
管
理
事
業
を

活
用
し
た
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
と
、
親
元
で
就
農
す
る

後
継
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

農
地
集
積
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
ま
で
に
９
千
㌶

の
農
地
を
担
い
手
に
集
積
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
、

年
間
１
千
㌶
程
度
の
集
積
が

必
要
と
な
る
が
、
集
積
面
積

が
平
成
28
年
度
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
て
い
る
。こ
の
た
め
、

農
地
の
出
し
手
に
対
し
、
国

の
助
成
対
象
に
加
え
、
来
年

度
か
ら
新
た
に
県
独
自
の
助

成
金
を
交
付
す
る
。
後
継
者

支
援
に
つ
い
て
は
、
農
業
大

学
校
で
２
年
間
の
養
成
科
と
、

１
年
間
の
研
修
科
を
設
置
し
、

後
継
者
の
希
望
、
経
験
に
応

じ
て
受
講
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。今
年
度
か
ら
は
、
主

体
的
に
経
営
に
参
画
で
き
る

よ
う
「
ふ
く
お
か
農
業
経
営

ア
カ
デ
ミ
ー
」を
開
設
。更
に

後
継
者
の
就
農
を
契
機
と
し

て
、
規
模
拡
大
や
新
規
作
物

を
導
入
す
る
農
家
に
、
必
要

な
機
械
等
の
導
入
を
支
援
し

て
い
る
。こ
う
し
た
取
り
組
み

で
後
継
者
の
確
保
に
努
め
、経

営
の
自
立
を
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ　

有
明
海
沿
岸
・
豊
前
豊

後
沿
岸
の
高
潮
浸
水
想
定
の

考
え
方
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
。

Ａ　

高
潮
浸
水
想
定
区
域
の

検
討
を
行
う
に
あ
た
り
、
国

の
指
針
で
は
、
台
風
の
規
模

は
、
日
本
に
接
近
し
た
台
風

の
う
ち
最
大
の
台
風
の
規
模

を
基
本
と
す
る
。
河
川
の
流

量
や
堤
防
の
決
壊
も
考
慮
す

る
と
い
っ
た
条
件
を
設
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
２

沿
岸
で
も
こ
れ
を
踏
ま
え
て

作
成
し
、
令
和
元
年
12
月
に

県
内
全
て
の
沿
岸
の
高
潮
浸

水
想
定
区
域
を
公
表
し
た
。

高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、関
係
17
市
町
の
作
成

を
支
援
。
苅
田
、
大
木
２
町

が
作
成
中
で
、
令
和
２
年
度

は
11
自
治
体
が
策
定
予
定
。

残
る
４
自
治
体
に
も
早
期
の

作
成
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ　

新
年
度
予
算
と
本
県
独

自
に
編
成
さ
れ
た
目
玉
施
策

は
何
か
。

Ａ　

当
初
予
算
で
は「
豪
雨
災

害
の
復
旧
・
復
興
、防
災
減
災
」

を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
地

方
創
生
の
実
現
に
向
け
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で

「
働
く
」「
暮
ら
す
」「
育
て
る
」

三
つ
が
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
取
り
組
む
。
そ
の
中

で
目
玉
と
な
る
施
策
と
し

て
、
ま
ず
朝
倉
地
域
の
一
部

の
生
産
者
が
営
農
を
断
念
さ

れ
、
産
地
復
興
が
進
ま
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

被
災
し
た
生
産
者
に
加
え
地

域
外
か
ら
の
新
た
な
担
い
手

に
対
し
て
も
支
援
を
す
る
。

次
に
宿
泊
税
を
活
用
し
、
宿

泊
施
設
の
整
備
支
援
な
ど
受

入
環
境
の
充
実
、
観
光
資
源

の
魅
力
向
上
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。併
せ
て
、市
町
村

で
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
振
興
が

で
き
る
よ
う
、
使
い
勝
手
の

い
い
交
付
金
を
交
付
す
る
こ

と
で
、
福
岡
県
全
体
の
底
上

げ
を
図
っ
て
い
く
。ま
た
、ス

ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
新
た

な
基
金
の
創
設
、ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
協
議
会
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
の
強

化
、農
林
水
産
業
を「
稼
げ
る
、

魅
力
あ
る
産
業
」
に
し
て
い

く
た
め
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
、

児
童
福
祉
司
の
大
幅
な
増
員

等
に
よ
る
児
童
相
談
所
の
体

制
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

Ｑ　

日
田
彦
山
線
の
鉄
道
で

の
復
旧
に
対
す
る
知
事
の
考

え
方
を
問
う
。

Ａ　

鉄
道
に
よ
る
復
旧
、
そ

し
て
地
域
に
と
っ
て
最
善
の

方
法
は
何
か
を
考
え
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
日

ま
で
復
旧
方
針
が
決
定
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
現
在
、
添

田
町
で
は
住
民
の
皆
さ
ま
と

Ｊ
Ｒ
九
州
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
て
お
り
、
東
峰
村
で
も

復
旧
会
議
の
結
果
を
村
民
の

皆
さ
ま
に
伝
え
る
予
定
と
聞

い
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
見

交
換
を
積
み
重
ね
、
被
災
前

と
比
べ
、
運
行
本
数
や
乗
車

可
能
な
場
所
と
数
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
な
ど
利
便
性
が
向

上
す
る
か
な
ど
の
観
点
か
ら

検
討
し
、添
田
町
・
東
峰
村
の

両
首
長
と
協
議
し
た
上
で
、

年
度
内
に
復
旧
の
方
向
性
を

決
断
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

県
の
採
用
試
験
で
、
通

常
採
用
枠
と
は
別
に
、
就
職

氷
河
期
世
代
を
対
象
と
し
た

特
別
枠
を
設
け
る
つ
も
り
は

あ
る
の
か
。

Ａ　

国
は
「
就
職
氷
河
期
世

代
」
の
正
規
雇
用
を
来
年
度

か
ら
３
年
間
で
30
万
人
増
や

す
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
12

月
に
は
全
国
の
自
治
体
に
当

該
世
代
の
積
極
的
な
採
用
を

求
め
る
要
請
を
行
っ
た
。
内

閣
府
や
厚
生
労
働
省
、
一
部

の
自
治
体
で
は
、
今
年
度
、

当
該
世
代
を
対
象
と
し
た
採

用
試
験
を
既
に
実
施
。
本
県

も
国
の
動
き
や
他
の
自
治
体

の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
、「
就

職
氷
河
期
世
代
」
を
対
象
と

し
た
職
員
採
用
試
験
を
来
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。 

Ｑ　

発
達
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
を
療
育
、
育
成
し
て
い

く
に
は
、
糸
島
市
の
「
糸
島

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ
う
な

地
域
全
体
の
連
携
が
不
可
欠

だ
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
周

知
や
子
ど
も
と
地
域
と
の
連

携
を
ど
う
し
て
い
く
か
。

Ａ　

発
達
障
が
い
に
関
す
る

支
援
を
行
う
た
め
、
発
達
障

が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

相
談
対
応
や
関
係
者
の
資
質

向
上
を
実
施
。
障
が
い
児
等

療
育
支
援
事
業
所
お
よ
び
医

療
連
携
型
の
発
達
障
が
い
児

等
療
育
支
援
事
業
所
で
、
地

域
の
関
係
機
関
と
連
携
を
密

接
に
し
、
支
援
に
当
た
る
こ

と
と
し
て
い
る
。「
糸
島
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
発
達
障
が

い
の
一
つ
で
あ
る
自
閉
症
の

初
期
徴
候
が
、
18
カ
月
の
時

点
で
現
れ
る
こ
と
を
検
証

し
、
早
期
発
見
か
ら
早
期
支

援
に
つ
な
げ
る
地
域
連
携
の

取
り
組
み
で
あ
り
非
常
に
参

考
に
な
る
事
例
で
あ
る
。
今

後
、
市
町
村
や
相
談
支
援
事

業
所
の
担
当
者
を
集
め
た
場

で
紹
介
し
て
い
く
。

Ｑ　

高
血
圧
に
関
す
る
市
町

村
の
実
態
の
「
見
え
る
化
」

に
つ
い
て
。

Ａ　

昨
年
度
か
ら
レ
セ
プ
ト

情
報
や
特
定
健
診
情
報
等
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
Ｋ
Ｄ

Ｂ（
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、希
望
す

る
市
町
村
の
脳
卒
中
を
は
じ

め
と
し
た
生
活
習
慣
病
の
実

態
を
調
査
・
分
析
し
、情
報
を

提
供
し
て
い
る
。市
町
村
が
、

受
診
や
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
な
被
保
険
者
を
指
導
す

る
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

を
積
極
的
に
実
施
す
る
た
め

に
は
、高
血
圧
な
ど
の
リ
ス

ク
の
あ
る
被
保
険
者
の
実
態

を
他
の
市
町
村
と
比
較
す
る

こ
と
は
有
効
で
あ
る
。今
後
、

Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、生
活
習
慣
病
に
大
き
く

関
係
す
る
高
血
圧
、高
血
糖
、

高
脂
質
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を

抱
え
た
被
保
険
者
数
を
市
町

村
ご
と
に
年
齢
別
、性
別
に

区
分
し
て
、県
内
全
て
の
市

町
村
に
情
報
提
供
す
る
。

Ｑ　

誤
嚥
性
肺
炎
を
激
減
さ

せ
る
た
め
の
高
齢
者
施
設
に

お
け
る
口
腔
ケ
ア
へ
の
認
識

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

高
齢
者
の
口
腔
の
健
康

維
持
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予

防
に
効
果
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
平
成
26
年
度
か
ら

３
年
間
、
高
齢
者
施
設
４
カ

所
で
施
設
職
員
が
継
続
的
に

口
腔
ケ
ア
を
行
う
モ
デ
ル
事

業
を
実
施
し
、
入
所
者
の
約

半
数
に
口
腔
内
細
菌
の
減
少

が
み
ら
れ
た
。
平
成
29
年
度

か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
高
齢

者
施
設
に
お
い
て
口
腔
ケ
ア

が
定
着
す
る
よ
う
、
施
設
職

員
を
対
象
と
し
た
実
技
演
習

を
含
む
研
修
会
を
県
内
全
域

で
開
催
し
て
い
る
。
先
進
的

な
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
施
設
の
管
理

者
に
対
す
る
講
習
会
や
、
介

護
関
係
の
情
報
発
信
サ
イ

ト
「
福
岡
県
介
護
情
報
ひ
ろ

ば
」
で
紹
介
し
て
い
き
、
機

会
を
見
て
施
設
等
を
訪
問
し

て
い
く
。
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